

































んなの日本語』は、いずれも「Thank you for your hard work」と英訳してい
る。2 また、その使い分けについては、前者を「used by a superior or older person
to express appreciation for a subordinate’s work」と、後者を「used to express








































































































































































































































2 ただし、第44課の「会話」では「Thank you for being patient」と訳すの
が適当な「おつかれさまでした」も登場している。
3 ただし、質問３に対する回答結果からすると、半数以上の学生は、「ごく
ろうさまでした」という表現を、上位者が下位者に対して使うべき（ある
いは、使わなければならない）表現と理解しているようである。
4 調査方法は、個別面接方式（調査員による面接聴取法）を採用していた。
5 文化庁ウェブサイト
6 この調査結果を受けて、国語審議会は2000年に発表した答申『現代社会
における敬意表現』において、「例えば「御苦労様」という表現はねぎら
いの意味を持つので、会社の上司や年長者に向かって言うのは不適切だと
感じる人もいる」としている。
7 これらの点に関する留学生の意識については、別添資料（質問７～８に
対する回答結果）を参照。
8 他の２人は、授業が終わった後の教師に対しては、「ありがとうございま
した」と挨拶すべきだと回答している。
9 終戦から７年が経過した1952年に国語審議会が発表した答申『これから
の敬語』では、謙譲表現としての「ご報告」は例文（「ご報告いたします」）
の中に見られるものの、尊敬表現としての「ご報告」は出てこない。
10 国語審議会（2000）「新しい情報通信手段における言葉遣いと経緯表現」
11 むろん、話者が談話に登場する（自分よりも）上位の者の行為について、
「ご報告」という尊敬表現を使用すること（たとえば、「部長が社長にご
報告をされる」と若手社員が言うこと）は可能である。ちなみに菊地康人
（1997）は、「報告」という単語について、「ご報告なさる」という表現と
「ご報告する」「ご報告いたす」「ご報告申し上げる」という表現の両方が
可能な語だとしている（469頁参照）。
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【敬語的な挨拶表現・語彙に関する調査集計結果】
１．次の場合、「ごくろうさまでした」と「おつかれさまでした」という表現
を使うことができますか。それとも使うことができませんか。当該するも
の一つに○をつけてください。
【質問１】あなたはＡ社の新入社員です。午後５時に同じ新入社員のＢ君
が、「お先に」と言って家に帰る時、そのＢ君に対して ―
（ａ）両方とも使うことができる。
（ｂ）「ごくろうさまでした」のみ使うことができる
（ｃ）「おつかれさまでした」のみ使うことができる
（ｄ）両方とも使うことができない
4人
2人
7人
0人
【質問２】あなたはＡ社の新入社員です。午後５時に上司のＢ課長が、「お
先に」と言って家に帰る時、そのＢ課長に対して ―
（ａ）両方とも使うことができる。
（ｂ）「ごくろうさまでした」のみ使うことができる
（ｃ）「おつかれさまでした」のみ使うことができる
（ｄ）両方とも使うことができない
0人
0人
13人
0人
【質問３】あなたはＡ社の課長です。午後５時に部下のＢ君が、「お先に失
礼します」と言って家に帰る時、そのＢ君に対して ―
（ａ）両方とも使うことができる。
（ｂ）「ごくろうさまでした」のみ使うことができる
（ｃ）「おつかれさまでした」のみ使うことができる
（ｄ）両方とも使うことができない
5人
8人
0人
0人
【質問４】あなたはＡ社の新入社員です。Ｂ社の新入社員が同社（Ｂ社）
の新製品を売り込むためにＡ社を訪れ、プレゼンテーションをしました。
そのプレゼンテーションが終わった後、Ｂ社の新入社員に対して ―
（ａ）両方とも使うことができる。 4人
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（ｂ）「ごくろうさまでした」のみ使うことができる
（ｃ）「おつかれさまでした」のみ使うことができる
（ｄ）両方とも使うことができない
0人
9人
0人
【質問５】あなたはＡ社の新入社員です。Ｂ社の課長が同社（Ｂ社）の新
製品を売り込むためにＡ社を訪れ、プレゼンテーションをしました。その
プレゼンテーションが終わった後、Ｂ社の課長に対して ―
（ａ）両方とも使うことができる。
（ｂ）「ごくろうさまでした」のみ使うことができる
（ｃ）「おつかれさまでした」のみ使うことができる
（ｄ）両方とも使うことができない
0人
0人
12人
1人
【質問６】あなたはＡ社の課長です。Ｂ社の新入社員が同社（Ｂ社）の新
製品を売り込むためにＡ社を訪れ、プレゼンテーションをしました。その
プレゼンテーションが終わった後、Ｂ社の新入社員に対して ―
（ａ）両方とも使うことができる。
（ｂ）「ごくろうさまでした」のみ使うことができる
（ｃ）「おつかれさまでした」のみ使うことができる
（ｄ）両方とも使うことができない
4人
2人
7人
0人
【質問７】あなたはＡ大学の学生で、Ｂ教授の授業を受けています。授業
が終わった時にＢ教授に対して ―
（ａ）両方とも使うことができる。
（ｂ）「ごくろうさまでした」のみ使うことができる
（ｃ）「おつかれさまでした」のみ使うことができる
（ｄ）両方とも使うことができない
0人
0人
11人
2人
【質問８】あなたはＡ大学の学生で、Ｂ教授と共同研究をしています。学
会でＢ教授と一緒に研究発表をした後、そのＢ教授に対して ―
（ａ）両方とも使うことができる。
（ｂ）「ごくろうさまでした」のみ使うことができる
0人
0人
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２．長崎大学に来る前、あなたは、「ごくろうさま（です・でした）」と「お
つかれさま（です・でした）」の使い分けについて、どのように習いまし
たか？（【質問12】）
（ｃ）「おつかれさまでした」のみ使うことができる
（ｄ）両方とも使うことができない
13人
0人
【質問９】あなたはＡ社の新入社員です。上司のＢ課長が商談のためにＣ
社を訪問し、Ａ社に戻ってきた時、そのＢ課長に対して ―
（ａ）両方とも使うことができる。
（ｂ）「ごくろうさまでした」のみ使うことができる
（ｃ）「おつかれさまでした」のみ使うことができる
（ｄ）両方とも使うことができない
0人
0人
13人
0人
【質問10】あなたはＡ社の新入社員です。仕事でミスをして、Ｂ社に迷惑
をかけてしまいました。このため、あなたの上司のＣ課長がＢ社に謝りに
行きました。そのＣ課長がＡ社に戻ってきた時、Ｃ課長に対して ―
（ａ）両方とも使うことができる。
（ｂ）「ごくろうさまでした」のみ使うことができる
（ｃ）「おつかれさまでした」のみ使うことができる
（ｄ）両方とも使うことができない
0人
0人
7人
6人
【質問11】あなたはＡ社の課長です。部下のＢ君に資料作成を命じ、その
資料が完成した時、Ｂ君に対して ―
（ａ）両方とも使うことができる。
（ｂ）「ごくろうさまでした」のみ使うことができる
（ｃ）「おつかれさまでした」のみ使うことができる
（ｄ）両方とも使うことができない
5人
8人
0人
0人
目上の人には「おつかれさま」、目下の人には「ごくろうさま」と言う／「ご
くろうさま」は部下に、「おつかれさま」は上司に使う／「ごくろうさま」
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３．次の場合、電子メールでの返信内容は適切ですか。それとも、適切では
ありませんか。当該するもの一つに○をつけてください。また、その理
由を書いてください。
［事例］ある会社の営業課に勤務するＡ課長補佐が、全社的な会議に出席し
た後、その会議の結果を営業課の課員全員に連絡するため、「会議結果をご報
告申し上げます」という文で始まる文章を書いて、電子メールで全課員に送
信しました。
は同輩あるいは目下の人に使う表現、「おつかれさま」は同輩または目上の
人に使う表現／何か仕事が終わった時に、目上の人は目下の人に「ごくろ
うさま」と言い、何か一緒に仕事を成し遂げた時に、目上の人と目下の人
はお互いに「おつかれさま」と言う／「ごくろうさま」は上司が部下に使
うのに対して、「おつかれさま」は同級の人や自分より地位の上の人に使う
表現だと習った／「ごくろうさま」は後輩に、「おつかれさま」は先輩に使
う／「ごくろうさま」の意味は「おつかれさま」と同じだが、目上の人に
使ってはいけない／「ごくろうさま」は上から下へ使う言葉だが、「おつか
れさま」はいつでも使える（筆者註：この記述式回答部分の表現は、文意
を損なわない範囲で一部修正した。）
【質問13】あなたは営業課の課長（Ａ課長補佐の上司）です。Ａ課長補佐
のメールに「報告ありがとう」と返信しました。
（ａ）適切である
（ｂ）適切ではない
13人
0人
【質問14】あなたは営業課の新入社員（Ａ課長補佐の部下）です。Ａ課長
補佐のメールに「ご報告ありがとうございました」と返信しました。
（ａ）適切である
（ｂ）適切ではない
12人
1人
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【備考】
質問１～11においては、「両方とも使うことができない」という選択肢を選
んだ回答者に対し、「それでは、どういう表現が も適切ですか」と尋ねた。
その結果、質問５と質問８の場合は「ありがとうございました」という表現、
質問10の場合は「もうしわけございませんでした」と「ありがとうございま
した」という表現があげられた（ただし、いずれの場合も類似表現を含む）。
その他の質問項目については、「両方とも使うことができない」という選択肢
を選んだ回答者はいなかった。
また、質問13に対しては全員が「適切である」と回答し、その理由として
「返信者が上司だから」（類似表現を含む）としていた。一方、質問14に対し
ては13人中12人が「適切である」と回答し、その理由として「名詞「報告」
に「ご」を付けているから」（類似表現を含む）としていたが、１人だけ「報
告という言葉は下から上へ使う」という理由から「適切ではない」と回答し
た留学生がいた。
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敬語教育・敬意表現教育に関する一考察 －その未開拓領域について－
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